
減った主な施設 増えた主な施設 

・旧芹田公民館（建替えに伴う解体）        861 ㎡ ・芹田総合市民センター（新築）            1,499 ㎡ 

・若槻小学校（倉庫解体）                81 ㎡ ・若槻小学校（倉庫新築）                  26 ㎡ 

・中条公民館（建替えに伴う解体）         1,805 ㎡ ・第一学校給食センター（新築）            3,432 ㎡ 

・旧松代老人憩の家（移転に伴う解体）       460 ㎡ ・篠ノ井総合市民センター（新築）           3,599 ㎡ 

・松代荘(旧館解体)                   347㎡ ・長野市保健所（猫舎増築）               171 ㎡ 

・宮教員住宅（４棟解体）                253㎡ ・篠ノ井第一分団車庫（新築）               23 ㎡ 

・市営住宅五明団地（２棟解体）           117㎡ ・あやとり安茂里公園（防災備蓄倉庫新築）      14 ㎡ 

・市営住宅長峰団地（３棟解体）            97㎡ ・セントラルスクゥエア（トイレ・ステージ新築）     178 ㎡ 

・旧軻良根古保育園（売り払い）            19㎡  

・大豆島分団松岡器具置場（解体）          10 ㎡  

・辰巳公園（管理事務所解体）              8 ㎡  

・長沼交流センター（陶芸小屋滅失）          9 ㎡  

・その他減った施設（面積錯誤・登録漏れによるもの） 417 ㎡ ・その他増えた施設（面積錯誤・登録漏れによるもの）  2,284 ㎡ 

合計 4,484 ㎡ 合計 11,226 ㎡ 

 

公共施設の現状２０２０
～建築物の施設数及び延床面積～

長野市が保有する公共施設の総量をお知らせします。

項 目
2019公表値
【H31.4.1現在】

現状
【R02.4.1現在】

増 減
（前年度との差）

総量公表施設 全施設 全施設 -

人口 （人） （Ａ） 376,080 373,971 - 2,109

施設保有量

施設数 （施設） 1,364 1,376 + 12

延床面積（㎡） （Ｂ） 1,666,629 1,673,372 + 6,743

市民一人当たり面積（㎡/人） （Ｂ／Ａ） 約 4.43 約 4.47 + 0.04

老朽化
（築30年以上）

割 合 （Ｃ／Ｂ） 45.8% 46.8% + 1.0%

面 積（㎡） （Ｃ） 763,137 783,410 + 20,273

長野市は、建築物の施設量について、平成30年度から毎年度の状況を公表しています。
このたび、現時点における公共施設の総量等について集計し、前年度との比較をおこない

ました。 （詳しくは、ホームページに掲載している本編をご覧ください。）

延床面積は、2019公表値から約７千㎡増えています。

※面積は四捨五入のため表中の計算結果が一致しない場合があります。
増減 ＋6,743㎡

長野市最大の建築物エムウェーブ

（約76,000㎡）

令和２年６月
長野市総務部公有財産活用局
公共施設マネジメント推進課
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減る見込みの施設 増える見込みの施設 

・旧城山庁舎                      約 4,200 ㎡ ・朝陽小学校屋内運動場           約 2,000 ㎡ 

・旧篠ノ井支所・交流センター            約 2,400㎡ ・中条総合市民センター            約 2,300 ㎡ 

・旧清掃センター焼却施設             約 10,600 ㎡ ・松代荘（客室棟ほか増築）           約 770 ㎡ 

 ・資源再生センターストックヤード        約 610 ㎡ 

 ・七二会支所                    約 450 ㎡ 

合計 約 17,200 ㎡ 合計 約 6,130 ㎡ 
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公共施設の老朽化割合 ４７％
（築30年以上経過）

来年度公表値は、延床面積が約１万１千㎡減る見込みです。

増減約 -11,070 ㎡

延床面積の４７％は、築３０年以上を経過しています。

約１万１千㎡
減る見込み

５～６年後30年経過

老朽化による大規模な改修・改築が必要

大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
整備完了

長寿命化改修（新耐震施設）【令和３年（2021年）～】 ⇒改修コストの増加が予想される

≪年度別の施設数と延床面積の推移≫

≪公共施設の建築年度別整備状況≫

本市では、「将来世代に負担を先送りすることなく、より良い資産を次世代に引き継いでいく」を基本理念とし、公共施
設の現状と課題などを市民の皆さまと共有しながら、公共施設マネジメントの推進に取り組んでいます。市民の皆さま
のご理解・ご協力をお願いします。


